
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 特集 病気と遺伝子 

地域の皆様の健康とより良い病院をめざして 

山陽小野田市民病院  

〒756-0094 山陽小野田市東高泊 1863-1 

TEL(0836)83-2355  FAX(0836)83-0377 
E-mail：med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：https://sanyo-onoda-city-hosp.jp/ 
 

病院の理念   誠実 公正 連携 

基本方針   
・親しみやすく、思いやりのある医療を誠実に行います。 
・全人的かつ専門的で、良質な医療を行います。 
・患者さんの気持ちと権利を尊重し、心温かい療養環境
を提供します。 

・市民病院としての使命を自覚し、患者さんのニーズに
適切にお応えします。 

・保健・医療・福祉・介護の連携を推進します。 

mailto:med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp
https://sanyo-onoda-city-hosp.jp/
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充
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私
た
ち
が
通
常
診
療
し
て
い
る
糖
尿
病
、
高
血
圧

症
な
ど
の
病
気
は
、
多
因
子
疾
患
の
範
疇
に
含
ま
れ

ま
す
。
複
数
の
遺
伝
因
子
と
環
境
因
子
の
両
者
（
多

因
子
）
が
原
因
と
な
っ
て
発
症
し
ま
す
。
遺
伝
因
子

と
は
、
両
親
か
ら
受
け
継
い
だ
少
し
病
気
に
な
り
や

す
い
因
子
、
少
し
病
気
に
な
り
に
く
い
因
子
な
ど
の

こ
と
で
す
。
ま
た
、
環
境
因
子
と
は
、
食
べ
過
ぎ
、

塩
分
の
過
剰
摂
取
、
運
動
不
足
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら

の
因
子
が
様
々
な
割
合
で
影
響
し
あ
っ
て
病
気
が
発

症
し
ま
す
。
た
と
え
ば
糖
尿
病
で
は
、
遺
伝
的
な
要

因
が
強
く
、
食
べ
過
ぎ
が
な
い
の
に
家
族
の
ほ
と
ん

ど
が
発
症
し
て
い
る
場
合
か
ら
、
家
族
に
は
糖
尿
病

が
全
く
い
な
い
の
に
一
人
だ
け
発
症
し
て
い
る
場
合

ま
で
様
々
で
す
が
、
こ
の
ど
ち
ら
も
多
因
子
疾
患
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

一
方
、
一
つ
の
遺
伝
子
変
異
で
病
気
が
発
症
す
る

場
合
が
あ
り
、
単
一
遺
伝
子
疾
患
と
言
い
ま
す
。
今

回
は
、
当
院
で
経
験
し
た
日
常
診
療
の
中
に
混
じ
っ

て
や
っ
て
き
た
比
較
的
ま
れ
な
単
一
遺
伝
子
疾
患
を

紹
介
し
、
私
た
ち
が
日
々
考
え
て
い
る
「
病
気
と
遺

伝
子
」
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
お
話
を
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。 

                         

 

 

 特集 

 １ 

遺伝子要因 

先天的、後天的な  

遺伝子の資質  

環境要因 

食生活、ストレス、  

喫煙、大気汚染、  

生活習慣など  

遺伝子要因の影響が強い  環境要因の影響が強い  

単一遺伝子疾患 

血友病  

筋ジストロフィー  

など  

外的な原因による 

病気 

食中毒 など  

多因子疾患 

ほどんどの癌、  

糖尿病、高血圧、  

動脈硬化、認知症  

など  

ほどんどの病気 

遺伝子要因と  

環境要因療法の  

影響を受けている  



数
年
前
、「
健
診
で
尿
糖
を
指
摘
さ
れ
た
」
と
い
う

大
学
生
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
大
学
生
は
メ
タ

ボ
で
も
な
く
、
よ
く
聞
い
て
み
る
と
お
父
さ
ん
が
糖

尿
病
で
し
た
。
こ
の
時
点
で
、
こ
の
大
学
生
は
、
Ｍ

Ｏ
Ｄ
Ｙ
（
家
族
性
若
年
糖
尿
病
）
の
可
能
性
が
高
い

と
推
測
で
き
ま
す
。
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
は
主
に
６
種
類
あ

り
ま
す
が
、
大
阪
の
専
門
病
院
に
遺
伝
子
診
断
を
依

頼
し
た
と
こ
ろ
、
グ
ル
コ
キ
ナ
ー
ゼ
と
い
う
酵
素
の

44
番
目
の
ア
ミ
ノ
酸
が
グ
リ
シ
ン
か
ら
セ
リ
ン
に

変
異
し
た
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
２
で
あ
り
、
こ
の
変
異
は
イ
タ

リ
ア
の
家
系
に
続
く
世
界
で
２
例
目
の
症
例
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
グ
ル
コ
キ
ナ
ー
ゼ
は
ブ
ド

ウ
糖
を
代
謝
す
る
酵
素
で
膵
臓
や
肝
臓
に
発
現
し
て

お
り
、
ブ
ド
ウ
糖
の
上
昇
や
低
下
に
対
す
る
応
答
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｙ

２
は
糖
尿
病
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
血
糖
の
上
昇
は

軽
度
で
あ
り
合
併
症
を
起
こ
さ
ず
治
療
を
必
要
と
し

な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

       

                         

そ
の
数
年
前
、
非
常
に
耳
の
遠
い
女
性
が
高
血
糖

の
た
め
救
急
搬
送
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
患
者
さ

ん
は
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
と
い
う
重
症
の
状
態
で
あ

り
、
す
ぐ
に
イ
ン
ス
リ
ン
治
療
を
開
始
し
ま
し
た
。

難
聴
が
あ
る
糖
尿
病
と
い
う
と
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

糖
尿
病
を
鑑
別
診
断
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
は
、
細
胞
の
中
に
あ
る
器

官
で
Ａ
Ｔ
Ｐ
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
生
し
ま
す
。

こ
の
患
者
さ
ん
に
は
、
３
２
４
３
番
目
の
ミ
ト
コ
ン

ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
ア
デ
ニ
ン
か
ら
グ
ア
ニ
ン
へ
変
異

し
て
お
り
、
膵
臓
の
β
細
胞
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
生
が

十
分
で
な
く
、
そ
の
た
め
に
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
が
低

下
し
、
高
血
糖
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
糖
尿
病
は
母
性
遺
伝
（
母
親

か
ら
病
気
の
遺
伝
子
を
受
け
継
ぐ
）
で
あ
り
、
種
々

の
合
併
症
を
起
こ
す
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
そ
の
数
年
前
、
糖
尿
病
の
女
性
が
受
診
し

て
き
ま
し
た
。
血
液
検
査
を
す
る
と
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ-

コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
２
３
７ 

m
g
/
d

l

（
基
準
値
：
男
性 

38-

90 
m

g
/
d

l

、
女
性 

48-

103 
m

g
/
d

l

）
と
非
常

に
高
値
で
し
た
。
こ
の
時
点
で
、
コ
レ
ス
テ
リ
ル
エ

ス
テ
ル
転
送
蛋
白
欠
損
症
（
Ｃ
Ｅ
Ｔ
Ｐ
欠
損
症
）
と

診
断
で
き
ま
す
。
Ｃ
Ｅ
Ｔ
Ｐ
は
Ｈ
Ｄ
Ｌ
の
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
Ｌ
Ｄ
Ｌ
な
ど
に
転
送
す
る
こ
と
で
Ｈ
Ｄ
Ｌ

や
Ｌ
Ｄ
Ｌ
の
量
や
質
を
調
整
し
て
い
ま
す
。
一
般
に

 ２ 

特集：病気と遺伝子

 

（遺伝性疾患プラス（https://genetics.qlife.jp）より抜粋） 

https://genetics.qlife.jp/


Ｌ
Ｄ
Ｌ-

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
動
脈
硬
化
を
悪
化
さ

せ
る
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ-

コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
は
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｃ
Ｅ
Ｔ
Ｐ
欠
損
症
で
は
、

逆
に
動
脈
硬
化
、
虚
血
性
心
疾
患
が
悪
化
す
る
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
患
者
さ
ん
は
、
Ｃ

Ｅ
Ｔ
Ｐ
が
完
全
に
欠
損
し
て
い
た
の
で
す
が
、
実
は

半
分
欠
損
し
て
い
る
患
者
さ
ん
は
か
な
り
い
ま
す
。

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
基
準
値
を
超
え
て
中
途

半
端
に
高
い
場
合
は
、
逆
に
動
脈
硬
化
が
悪
化
す
る

可
能
性
が
あ
り
要
注
意
で
す
。
こ
の
患
者
さ
ん
は
次

第
に
心
不
全
が
悪
化
し
て
い
き
ま
し
た
。 

当
院
で
は
、
年
間
約
１
、
０
０
０
人
強
の
人
間
ド

ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
数
年
に
１
人
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ

-

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
20-

40m
g
/
d

l

（
基
準
値
：
65

-

163 
m

g
/
d

l

）
と
非
常
に
低
値
の
受
診
者
が
い
ま
す
。

家
族
性
低

β
リ
ポ
蛋
白
血
症
の
可
能
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
特
に
症
状
は
な
く
治
療
は
必
要

と
し
ま
せ
ん
。
い
く
つ
か
の
遺
伝
子
異
常
が
考
え
ら

れ
る
の
で
す
が
、
当
院
で
遺
伝
子
診
断
に
至
っ
た
受

診
者
は
ま
だ
い
ま
せ
ん
。 

 

 

１
９
６
５
年
（
昭
和
40
年
）
、
大
阪
大
学
第
２
内
科

の
垂
井
清
一
郎
博
士
ら
は
、
筋
肉
に
異
常
に
グ
リ
コ

ー
ゲ
ン
（
ブ
ド
ウ
糖
が
た
く
さ
ん
繫
が
っ
た
高
分
子
）

が
蓄
積
す
る
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
病

VII
型
を
発
見
し
ま

し
た
。
溶
血
性
貧
血
、
高
尿
酸
血
症
な
ど
の
他
の
同

じ
よ
う
な
病
気
に
は
な
い
所
見
な
ど
を
も
と
に
、
論

理
的
、
か
つ
勇
敢
に
分
析
を
す
す
め
、
つ
い
に
筋
ホ

ス
ホ
フ
ル
ク
ト
キ
ナ
ー
ゼ
欠
損
（
筋
Ｐ
Ｆ
Ｋ
欠
損
）

を
発
見
、
垂
井
病
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

菊
池
病
、
高
月
病
、
橋
本
病
な
ど
と
並
ん
で
日
本
人

の
名
前
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
数
少
な
い
病
気
で
す
。

こ
の
よ
う
な
先
駆
者
た
ち
の
す
ば
ら
し
い
業
績
に
よ

っ
て
現
代
医
学
は
発
展
し
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
私

た
ち
の
日
々
の
臨
床
は
、
こ
れ
ら
の
業
績
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

し
か
し
、
遺
伝
医
学
が
発
展
し
た
現
在
で
は
、
こ

の
よ
う
な
古
典
的
な
手
法
（
理
詰
め
で
考
え
原
因
を

同
定
し
て
い
く
よ
う
な
こ
と
）
は
少
な
く
な
り
、
網

羅
的
な
遺
伝
子
解
析
で
結
論
を
推
測
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
医
師
が
問
診
、
診
察
を
し
、
血

液
検
査
や
画
像
診
断
を
行
い
、
最
後
に
遺
伝
子
診
断

を
行
い
、
あ
な
た
の
病
気
は
、
○
○
と
い
う
遺
伝
子

の
△
△
に
異
常
が
あ
る
□
□
病
で
す
の
で
、
こ
の
薬

を
投
与
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
時
代
が
来
る
の
で
は
な

い
か
と
予
想
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
は
、

患
者
さ
ん
が
受
診
し
た
時
点
で
、
ま
ず
あ
な
た
の
遺

伝
子
を
網
羅
的
に
調
べ
ま
し
ょ
う
、
そ
の
結
果
で
Ａ

Ｉ
が
ど
ん
な
病
気
か
診
断
す
る
で
し
ょ
う
と
い
う
時

代
が
来
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
遺
伝
子
の
解
析
速
度
が
い
く
ら
劇
的
に
早

く
な
っ
た
と
は
言
え
、
そ
の
解
析
、
そ
の
臨
床
応
用

に
は
そ
れ
な
り
の
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
Ａ
Ｉ

が
私
た
ち
臨
床
医
の
仕
事
を
乗
っ
取
ろ
う
と
し
て
も

そ
う
は
簡
単
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
私
が
失
業
す
る
ま

で
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。 

 

 ３ 

（遺伝性疾患プラス（https://genetics.qlife.jp）より抜粋） 
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今回からは医療機器についてシリーズでわかりやすく解説していこうと思います 

第１弾は人工呼吸器についてです。 

 

皆様もドラマやドキュメンタリーで口や喉からホースのようなものが機械（人工呼吸器）に繋がっ

ている患者さんを見たことがあると思います。この機械が人工呼吸器です。 

では、人工呼吸器とは、いったいどのような機械なのでしょうか。 

簡単に言うと人工呼吸器とは、〝ふいご〟です。 

ご年配の方々はご存知だと思いますが、ふいごとはかまどなどの火を強める送風機のことです。実

際、空気が命に必要不可欠だと認知されてから、１５３０年スイスの医師がふいごを用いて患者の口

から空気を送り、瀕死の患者さんを救命したとされています。なので、人工呼吸器は、ただ空気を肺

に送り込むだけの機械なのです。 

現在では、患者さんが楽に安全に呼吸できるように様々な

機能が付いています。 

では、なぜ人工呼吸器を着ける必要があるのでしょうか？ 

その目的としては、 

１．呼吸や心臓が止まったときの救急救命 

２．血液中の酸素濃度が低いとき改善 

３．手術後などの全身状態が回復するまでの間の呼吸の確保 

４．肺の呼吸筋疲労の予防と軽減 

などがあります。 

臨床工学技士は、医師の指示のもとに、人工呼吸器の操作

を行います。 

また、他の医療スタッフに機器の操作方法を教えるなどの

教育も行っています。 

人工呼吸器は命に直接関わるとても重要な機械ですので、

安心安全に使用できるよう日々、メンテナンスや管理を行っ

ています。  

～ 臨床工学技士に聞こう ～ 
 

 ４ 

臨床工学室 立平 知司 
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医
療
法
人 

河
村
医
院 

院
長 

河
村
芳
高 

先
生 

 

Ｊ
Ｒ
厚
狭
駅
前
の
旧
国
道
２
号
線
沿
い
の
山
陽
総

合
事
務
所
の
近
く
で
昭
和
60
年
よ
り
開
業
し
て
い
ま

す
。
現
在
の
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
開
業
当
時
と

隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。
平
均
寿
命
の
延
伸
、
少
子
高

齢
化
、
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
新
し
い
感
染
症
の
出

現
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
時
代
と
と
も
に
求

め
ら
れ
る
医
療
も
よ
り
良
質
で
安
心
安
全
な
も
の
に

と
変
化
し
て
き
ま
し
た
。 

 

整
形
外
科
医
は
高
齢
者
の
運
動
器
の
慢
性
疾
患
を

診
る
機
会
が
多
く
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

や
フ
レ
イ
ル
の
進
行
防
止
の
治
療
や
生
活
指
導
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。
西
洋
医
学
だ
け
で
は
難
渋
す
る

症
例
に
は
鍼
灸
や
漢
方
薬
な
ど
東
洋
医
学
で
補
完
し

慢
性
疼
痛
の
緩
和
を
求
め
る
患
者
さ
ん
に
な
る
べ
く

応
え
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。 

 

住
み
慣
れ
た
在
宅
で
療
養
出
来
る
よ
う
市
民
病
院

に
は
後
方
支
援
病
院
と
な
っ
て
い
た
だ
き
病
診
連
携

を
密
に
安
全
安
心
な
在
宅
医
療
の
提
供
も
目
指
し
て

い
ま
す
。 

 
５ 

医療法人 河村医院 

所 在 地 山口県山陽小野田市大字鴨庄18-6 

電話番号 0836-72-0270 

診療時間 月 火 水 木 金 土 

午前 8:30～11:30 ● ● ● ● ● ● 

午後 15:00～17:30 ● ● ●  ●   

休診日：木曜午後・土曜午後・日曜・祝祭日 

 

山
陽
小
野
田
市
民
病
院 

整
形
外
科 

 
 

叶
原 

亜
紅 

先
生 

Ｑ 

こ
れ
ま
で
の
経
歴
を
教
え
て
下
さ
い
。 

出
身
：
山
口
県
山
口
市
（
旧
徳
地
町
） 

出
身
大
学
：
宮
崎
大
学 

 

２
０
１
９
年
に
宮
崎
大
学
を
卒
業
し
、
初

期
研
修
で
山
口
県
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
宮

崎
県
も
高
齢
化
過
疎
化
が
深
刻
な
地
域
で
あ

り
、
大
学
で
の
授
業
や
実
習
は
地
域
医
療
に

携
わ
る
人
材
を
育
て
よ
う
、
確
保
し
よ
う
と

い
う
風
潮
が
強
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
中
で
学
生
時
代
を
過
ご
し
、
山
口

県
の
高
齢
化
過
疎
化
も
、
見
過
ご
せ
な
い
状

態
で
あ
る
と
気
づ
き
、
山
口
県
に
帰
っ
て
働

こ
う
と
決
め
ま
し
た
。 

徳
山
中
央
病
院
で
２
年
間
の
初
期
研
修
を

し
、
山
口
大
学
整
形
外
科
に
入
局
し
ま
し
た
。

再
度
徳
山
中
央
病
院
勤
務
を
経
て
、
本
年
４

月
よ
り
山
陽
小
野
田
市
民
病
院
で
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

Ｑ 

専
門
分
野
は
何
で
し
ょ
う
か
？ 

専
門
分
野
は
、
整
形
外
科
一
般
で
す
。
ま

だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
が
、
外
来
で
は
外
傷
や

慢
性
変
性
疾
患
の
診
断
、
保
存
療
法
、
疼
痛

へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
術
は
主
に

一
般
的
な
外
傷
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

Ｑ 

こ
こ
ろ
が
け
て
い
る
こ
と
は
？ 

整
形
外
科
は
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
ご
高

齢
の
方
、
男
性
女
性
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
患
者

さ
ん
に
関
わ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
受
診
し

て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
な
診

療
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

Ｑ 

今
後
の
目
標
は
？ 

脊
椎
疾
患
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
今
後
臨

床
研
究
に
携
わ
る
こ
と
も
含
め
、
大
学
院
へ

の
進
学
を
検
討
中
で
す
。 

 

Ｑ 

宝
物
は
な
ん
で
す
か
？ 

ペ
ッ
ト
の
カ
メ
と
ハ
ム
ス
タ
ー
で
す
。
特

に
ク
サ
ガ
メ
の
カ
メ
子
さ
ん
は
学
生
時
代
か

ら
の
付
き
合
い
で
す
。 

 

Ｑ 

趣
味
は
な
ん
で
す
か
？ 

語
学
が
好
き
で
英
語
と
ド
イ
ツ
語
を
勉
強

し
て
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
感

染
症
に
移
行
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
厳
し
い
感
染

対
策
と
自
粛
を
求
め
ら
れ
て
い
た
医
療
従
事

者
も
よ
う
や
く
学
会
の
現
地
参
加
や
旅
行
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
あ
ち
こ

ち
に
繰
り
出
し
て
交
流
の
輪
を
広
げ
た
い
で

す
。 

 

Ｑ 

最
後
に
一
言 

本
年
４
月
よ
り
山
陽
小
野
田
市
内
に
住
ん

で
い
ま
す
。
山
陽
小
野
田
市
民
と
し
て
地
域

の
み
な
さ
ん
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。 

 河村医院 

山陽小野田市民病院が在宅療養後方支援病院 

になっています。 
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花材名 キク、ハラン、ヒオウギ 
ヒペリカム 

撮影日  9月1日 

毎週病院玄関ロビーにて生け込みを 
していただいています。 

池坊 和心会 

 

 

作者 松井富美子 さん 

 日本と朝鮮半島

南部、台湾、中国ま

で分布。ツワブキ

の名は「葉に艶の

あるフキ」から転

じたと考えられて

います。 

石蕗（ツワブキ） 

 

 

「困難に負けない」 

 

 子供の頃から憧れていた真っ赤なス
ポーツカー（RX-8）を手に入れた私。
夢を実現できた１台です。体に響くエ
ンジン音に乗る度に好きになりまし
た。この車を超えるスーパーカーはな
いです（外来看護師：R・K） 

令和５年９月１日に訪問看護ステーションを開設しました。 

病気や障害を持った人が住み慣れた地域で安心して療養生活を送れるように、医師の指示のもと、看護師が

利用者様のご自宅を訪問して、お一人お一人の状態に合わせた支援をいたします。 

住みなれたこの場所で安心して暮らしましょう 

～笑顔とこころをつなぎます～ 

をモットーに地域の皆様に寄り添います。 

ご利用の相談は、かかりつけ医、担当ケアマネージャー又は当訪問看護ステーションにご連絡ください。 

＜主なサービスの内容＞ 

・ 健康状態の観察（血圧、体温、脈拍など） 

・ 清潔ケア（入浴、清拭、洗髪）、排泄ケア 

・ 栄養、食事の管理 

・ 服薬管理 

・ 医師の指示による医療処置、床ずれ予防・処置 

・ カテーテル等の管理 

・ 認知症の看護 

・ ターミナルケア（終末期をご自宅で過ごせるよう支援） 

・ ご家族等への介護支援・相談 

＜営業日・営業時間＞ 

月曜日～金曜日 ８：３０～１７：１０ 

定休日：土曜日・日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日） 

＜お問い合わせ先＞ 

山陽小野田市大字東高泊１８６３番地１ 

ＴＥＬ：０８３６－５２－８１２０ 

ＦＡＸ：０８３６－５２－８１２１ 

 

山陽小野田市 

訪問看護ステーション 



 

診療科名  月 火 水 木 金 

内 科 

一  診 豊重充広 
(糖尿病･内分泌･血液 ) 

豊重充広 
(糖尿病･内分泌･血液 ) 

松隈雅史 
(血液･糖尿病･内分泌 ) 
☆有好香子 

(糖尿病・内分泌 ) 

☆湯尻俊昭 
(第 2・ 4 水曜日午後・血液 ) 

豊重充広 
(糖尿病･内分泌･血液 ) 

矢賀  健 
(糖尿病・内分泌 ) 

二  診 時山  裕 
(消化器 ) 

矢賀  健 
(糖尿病・内分泌 ) 

時山  裕 
(消化器 ) 

今井智子 
(糖尿病・内分泌 ) 
☆山﨑隆弘 
(午後・肝臓外来 ) 

山口大学医師 
(リウマチ・膠原病 ) 

三  診  瀬戸啓介 
(消化器 ) 

☆伊藤千与 
(午前・呼吸器 ) 

時山  裕 
(消化器 ) 

瀬戸啓介 
 (消化器 ) 

四  診 

山口大学医師 
(午前・循環器 ) 

☆平野綱彦 
(午後・呼吸器 ) 

☆河村  篤 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

☆平野綱彦 
(午後・呼吸器 ) 

☆河村  篤 
(午前・循環器 ) 

五  診 小林正和 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

小林正和 
(循環器 ) 

小林正和 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

外 科 

一  診 大樂耕司 藤岡顕太郎 大樂耕司 藤岡顕太郎 藤岡顕太郎 

二  診 
 8:30 –  9:00 
11:00 – 11:30 

工藤淳一  末廣祐樹 工藤淳一 末廣祐樹 大樂耕司 

午  後 
13:00 – 17:00 

☆田中俊樹 
(呼吸器外科外来 )     

整 形 外 科 
一  診 脇阪敦彦 前田  崇 

(新患 ) 
脇阪敦彦 脇阪敦彦 

(新患 ) 
前田  崇 

(新患 ) 

二  診 叶原亜紅 
(新患 ) 

叶原亜紅 
(新患 ) 

☆柿並康太郎 
(新患) 

前田  崇 叶原亜紅 

泌 尿 器 科 
一  診  山本義明  

（新患）  

山本義明  
（第 2・ 4 新患）  

田原正則  
（新患）  

田原正則  
（新患）  

山本義明  
（新患）  

二  診  田原正則  田原正則  
（第 1・ 3・ 5 新患）  

山本義明  山口大学医師  田原正則  

麻 酔 科 

疼痛外来  内田雅人  棟久晃司  内田雅人  内田雅人   

術前診察  棟久晃司  内田雅人  棟久晃司  棟久晃司  棟久晃司  

緩和ケア  
10:00 – 12:00  

  内田雅人    

産 婦 人 科 
 

午後受付  
新患･予約外受付  

13:00–15:30 

婦 人 科  村上明弘  
更年期女性の健康ケア外来  

田中結美子  藤田麻美  村上明弘  住浪義則  

産  科  
田中結美子  藤田麻美  村上明弘  藤田麻美  田中結美子  

 住浪義則   住浪義則  村上明弘  

午  後  藤田麻美    田中結美子   

小 児 科 

 
乳児検診・  
予防接種 :予約制  

午  前  
(受付時間 ) 9:00–11:00 

☆福田  謙  ☆星出まどか  

☆橘髙節明  
(第 1・ 3・ 5 水曜日 ) 

☆岡田裕介  
(第 2・ 4 水曜日 ) 

☆坂田恭史  ☆元永貴大  

午  後  
(受付時間 )13:30–15:30 

☆長谷川俊史  
(第 1 月曜日 )  

☆時髙留依  
(第 2･3･4･5 月曜日 ) 

 ☆兼安秀信  ☆濱野弘樹  ☆藤本洋輔  

眼 科 
午  前  ☆砂田潤希  ☆太田真実  ☆徳久佳代子  ☆徳久佳代子  ☆内  翔平  

午  後  
(受付時間 )13:00–15:00  

☆砂田潤希      

耳鼻咽喉科 午  後  
(受付時間 )14:00–15:30  

☆橋本  誠  ☆菅原一真  ☆橋本智子  ☆田原哲也  
(第 1・ 3 木曜日 )  

 

皮 膚 科 一  診  ☆杉本紘子   ☆浅野伸幸    

脳神経外科 
(紹介・再診のみ ) 

一  診  
(診療時間 )10:00–11:30 

 ☆河野亜希子    ☆岡  史朗  

脳神経内科  
完全紹介予約制  

午  後     ☆西原秀昭   

精 神  科  
完全紹介予約制  

一  診      ☆土生建介  

歯科口腔外科 
(原則予約制 )  

必ず歯科口腔外科で

予約をお取り下さい  

(新患受付時間 ) 
 8:30 – 11:00 

福田てる代  福田てる代  福田てる代  福田てる代  福田てる代  

14:00 – 15:00 福田てる代  ☆梅田浩嗣  
(手術患者のみ ) 

福田てる代  福田てる代  福田てる代  

禁 煙 外 来 
完全予約制  

午  後  
13:30 – 14:30 

篠崎文彦      

☆非常勤医師  
 

※外来受付時間（初診 11:00 まで／再診 11:30 まで）外に受診を  
希望される際は、必ず来院前にお問い合わせください。  

山
陽
小
野
田
市
民
病
院
か
ら
こ
ん
に
ち
は
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お問い合わせ：山陽小野田市民病院  総務課  
Tel 0836-83-2355 Fax 0836-83-0377 E-mail：med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp 

山陽小野田市民病院診療日程表 
(令和５年１０月１日現在)   の医師は要予約 

mailto:med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp

